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１ 

　 

は
じ
め
に

　

平
成
23
年
３
月
11
日
午
後
２
時

46
分
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
の
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
、
最
大
震

度
６
強
の
巨
大
地
震
と
、
そ
れ
に

伴
っ
て
発
生
し
た
巨
大
津
波
は
、

多
く
の
尊
い
人
命
を
奪
い
三
陸
海

岸
を
中
心
と
し
た
大
地
を
壊
滅
状

態
と
し
た
。
ま
た
、
東
京
電
力
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
被
災
に

よ
り
、
放
射
能
汚
染
が
拡
大
し
、

多
く
の
住
民
が
故
郷
を
追
わ
れ
、

今
な
お
不
自
由
な
避
難
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
に
伴
い
、
３
月
12
日
以
降
、
東

京
電
力
管
内
の
供
給
力
が
大
幅
に

減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、
緊
急
措

置
と
し
て
計
画
停
電
が
実
施
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
国
民
、
産
業
界
の

節
電
へ
の
協
力
に
よ
り
、
懸
念
さ

れ
た
大
規
模
停
電
は
回
避
さ
れ
、

４
月
８
日
に
は
、
計
画
停
電
は「
実

施
が
原
則
」か
ら「
不
実
施
が
原
則
」

の
状
態
へ
移
行
し
た
。

　

し
か
し
、
電
力
の
需
給
バ
ラ
ン

ス
は
、
夏
に
向
け
て
悪
化
す
る
た

め
、
国
を
あ
げ
て
節
電
の
取
組
が

必
要
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
平

成
23
年
夏
に
お
け
る
本
市
の
節
電

の
取
組
を
紹
介
す
る
。

２ 

　 

本
市
の
節
電
へ
の
取
組

❶
温
暖
化
対
策
と
し
て
の
節
電

　

平
成
23
年
度
に
新
た
に
発
足
し

た
温
暖
化
対
策
統
括
本
部
は
、
地

球
温
暖
化
対
策
事
業
本
部
を
母
体

に
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
推
進
す
る
た
め
の

組
織
で
あ
る
。

　

節
電
対
策
に
つ
い
て
は
、
そ
も

そ
も
ど
の
組
織
に
も
属
さ
な
い
新

た
な
業
務
で
あ
っ
た
。
電
力
不
足

対
策
と
し
て
の
新
た
な
火
力
発
電

設
備
の
稼
働
や
休
止
中
の
火
力
発

電
設
備
の
再
稼
働
な
ど
は
、
温
室

効
果
ガ
ス
の
増
大
に
つ
な
が
る
。

そ
こ
で
、
本
市
と
し
て
は
、
節
電

対
策
と
温
暖
化
対
策
と
を
両
立
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

の
判
断
か
ら
、
節
電
対
策
の
事
務

局
を
温
暖
化
対
策
統
括
本
部
が
担

う
こ
と
と
な
っ
た
。

❷
今
夏
の
節
電
と
省
エ
ネ

　

平
成
23
年
夏
の
『
節
電
』
と
は
、

37
年
ぶ
り
の
電
気
事
業
法
第
27
条

に
定
め
る
電
力
制
限
令
の
発
効
を

柱
と
し
た
国
を
あ
げ
た
対
策
で
あ

る
。
今
回
の
『
節
電
』
の
意
味
は
、

過
去
の
石
油
シ
ョ
ッ
ク
の
際
の「
総

量
（
ｋ
Ｗ
ｈ
）
の
抑
制
」
で
は
な
く
、

「
ピ
ー
ク
（
ｋ
Ｗ
）
の
抑
制
」
で
あ

る
。

　

そ
こ
で
、
本
市
で
は
、「
ｋ
Ｗ
で

の
電
力
抑
制
」
を
『
節
電
（
ピ
ー

ク
カ
ッ
ト
）』
と
し
、「
ｋ
Ｗ
ｈ
で

の
電
力
抑
制
」
を
『
省
エ
ネ
』
と

い
う
こ
と
と
し
た
。

３ 

　 

具
体
的
な
取
組

　

今
年
の
節
電
へ
の
取
組
を
時
系

列
で
示
す
。

５
月
６
日

〜
節
電 

ｄ
ｅ 

エ
コ
活
〜
「
節
電
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
実
践
」
を
５

月
９
日
か
ら
開
始
す
る
こ
と
と
し

て
記
者
発
表

　

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
夏
場
の

電
力
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
を

受
け
、
例
年
６
月
１
日
か
ら
９
月

30
日
ま
で
実
施
し
て
い
た
夏
の
取

組
を
、
連
休
明
け
の
平
日
で
あ
る

５
月
９
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
と

し
た
。

　

節
電
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
実

践
と
し
て
、
冷
房
温
度
の
適
温
化

（
28
℃
）、
軽
装
で
の
執
務
を
、
省

エ
ネ
の
取
組
推
進
と
し
て
、
不
要

な
照
明
の
消
灯
、
使
用
し
て
い
な

い
事
務
用
機
器
の
電
源
オ
フ
、
そ

の
他
の
省
エ
ネ
を
実
施
し
た
。 

５
月
17
日

総
合
的
な
震
災
対
策
の
考
え
方
に

つ
い
て
公
表

　

夏
の
電
力
不
足
に
向
け
た
取

組
：
市
民
・
企
業
一
体
と
な
っ
た

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
『
節
電
チ
ャ
レ
ン

ジ
』
の
実
施
（
後
述
）、
突
発
的
な

停
電
対
策
、
省
電
力
対
策

６
月
１
日

本
市
施
設
に
お
け
る
輪
番
休
館
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
決
定
し
た
こ
と

を
公
表

６
月
８
日

Ⅰ
横
浜
市
役
所
の
夏
の
電
力
不
足

対
策
、
及
び
、
Ⅱ
省
エ
ネ
・
節
電

対
策
と
し
て
の
市
庁
舎
全
館
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
を
記
者
発
表

６
月
13
日

富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス（
株
）と
横
浜
市

の
連
携
に
よ
る
節
電
対
策
の
開
始

に
つ
い
て
公
表

　

副
題
は
、『
市
役
所
オ
フ
ィ
ス
機

器
の
電
力
消
費
削
減
を
目
指
し
ま

す
！
』で
、
内
容
は
、
プ
リ
ン
タ
ー
、

執
筆高

橋　

俊
和

温
暖
化
対
策
統
括
本
部
調
整
課
長
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複
合
機
の
稼
働
率
調
査
と
省
電
力

化
対
策
な
ど
改
善
案
の
検
討
で
あ

る
。

６
月
17
日

横
浜
市
役
所
夏
の
電
力
不
足
対
策

﹇
第
３
弾
﹈
と
し
て
「
横
浜
市
節
電
・

省
エ
ネ
対
策
基
本
方
針
」
を
策
定

し
公
表
（
詳
細
は
後
述
）

６
月
22
日

「
節
電
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
実
施

ア　

実
施
内
容
及
び
結
果

　

本
市
の
呼
び
か
け
の
も
と
、
神

奈
川
県
、
川
崎
市
、
相
模
原
市
が

連
携
し
て
、
本
格
的
な
夏
季
を
迎

え
る
前
に
、
神
奈
川
県
内
全
域
の

市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
使
用
電
力
の
ピ
ー
ク
カ
ッ

ト
を
試
み
る「
節
電
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

を
実
施
。
結
果
は
13
・
４
％
減
で

あ
っ
た
。
前
年
同
日
の
気
温
28
・

３
℃
に
比
べ
て
、
31
・
４
℃
と
約

３
℃
高
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

最
大
電
力
を
削
減
で
き
た
こ
と
で
、

本
格
的
な
節
電
実
施
に
向
け
て
め

ど
が
立
っ
た
。

・
実
施
日
時　

６
月
22
日
（
水
）

（
夏
至
）
午
後
１
時
〜
３
時

・
目
標　

実
施
時
間
帯
の
使
用
電

力
を
前
年
同
日
比
で
15
％
削
減

・
依
頼
内
容　

市
民
向
け
：
冷
房

設
定
温
度
の
２
℃
上
げ
（
上
限
の

目
安
は
28
℃
）
又
は
扇
風
機
へ
の

切
替
え

事
業
者
向
け
：
ラ
ン
チ
シ
フ
ト
の

実
施

イ 　

神
奈
川
県
内
の
電
力
デ
ー
タ

の
公
表
は
初

　

こ
れ
ま
で
、電
力
供
給
量
の
デ
ー

タ
は
、
東
京
電
力
管
内
全
体
の
み

の
公
表
だ
っ
た
。
横
浜
市
内
で
使

用
さ
れ
て
い
る
電
力
に
つ
い
て
は
、

市
域
を
越
え
て
変
電
所
が
電
力
供

給
を
し
て
い
る
な
ど
、
横
浜
市
内

だ
け
の
デ
ー
タ
を
切
り
だ
す
こ
と

が
で
き
な
い
た
め
、
最
小
単
位
の

使
用
電
力
デ
ー
タ
は
神
奈
川
県
域

と
な
る
。
今
回
の
節
電
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
き
っ
か
け
に
東
京
電
力
神
奈

川
支
店
様
の
御
協
力
に
よ
り
、
神

奈
川
県
域
の
デ
ー
タ
を
提
供
し
て

も
ら
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ

以
降
、
支
店
ご
と
の
デ
ー
タ
公
表

を
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
っ

た
。

ウ　

直
前
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

節
電
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
神
奈
川

県
内
の
自
治
体
が
ス
ク
ラ
ム
を
組

ん
だ
取
組
で
あ
っ
た
。

　

本
市
で
は
、
６
月
21
日
に
、
林

市
長
、
市
会
か
ら
は
佐
藤
議
長
、

川
辺
副
議
長
、
加
納
温
暖
化
対
策
・

環
境
創
造
・
資
源
循
環
委
員
会
委

員
長
も
横
浜
駅
西
口
で
、節
電
チ
ャ

レ
ン
ジ
へ
の
呼
び
か
け
を
し
て
い

た
だ
い
た
。
全
区
局
長
に
も
主
要

駅
や
最
寄
り
駅
で
節
電
チ
ャ
レ
ン

ジ
へ
の
呼
び
か
け
を
実
施
し
て
い

た
だ
き
、
ま
さ
に
全
庁
挙
げ
て
の

取
組
と
な
っ
た
。（
写
真
１
）

７
月
１
日

「
節
電
リ
ー
ダ
ー
」
任
命

　

７
月
１
日
付
で
、
43
人
の
総
務

課
長
等
が
節
電
リ
ー
ダ
ー
（
節
電
・

省
エ
ネ
推
進
担
当
）
に
任
命
さ
れ

た
。

８
月

市
庁
舎
内
の
取
組

ア 　

８
月
４
日
、
市
庁
舎
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
化
に
向
け
た
実
証
実
験
へ

の
協
力
企
業
を
募
集

イ 　

８
月
８
日
、
横
浜
市
と
富
士

通（
株
）に
よ
る
Ｐ
Ｃ 

消
費
電
力

量
測
定
実
験
を
実
施
〜
省
電
力

設
定
を
行
う
こ
と
で
約
14
％（
年

間
22
万
ｋ
Ｗ
ｈ
）
の
消
費
電
力

削
減
効
果
〜

４ 

　  

横
浜
市
節
電
・
省
エ
ネ
対
策

基
本
方
針

　
「
横
浜
市
節
電
・
省
エ
ネ
対
策
基

本
方
針
」
は
、
個
別
具
体
的
な
対

策
を
取
り
ま
と
め
る
と
と
も
に
、

今
後
の
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
節

電
・
省
エ
ネ
対
策
の
方
向
性
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の

内
容
を
紹
介
す
る
。

Ⅰ　

策
定
の
趣
旨

　

電
力
需
給
の
逼
迫
が
懸
念
さ
れ

る
夏
季
を
大
規
模
停
電
、
計
画
停

電
の
混
乱
な
く
乗
り
越
え
て
い
く

た
め
に
は
、
本
市
も
、
一
事
業
者

と
し
て
率
先
し
た
取
組
を
進
め
る

の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
市
民
、

事
業
者
の
節
電
の
取
組
促
進
や
、

啓
発
に
よ
る
節
電
意
識
の
喚
起
に

も
先
頭
に
立
っ
て
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
伴
う

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

は
、
都
市
の
防
災
対
策
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
、
さ
ら
に
は
電
力
の
大

量
消
費
に
依
存
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
あ
り
方
に
再
考
を
迫
る
も

の
で
あ
り
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
利
用
し
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
途

切
れ
な
い
ま
ち
づ
く
り
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
中
長
期
的
に

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

本
基
本
方
針
は
、
電
力
需
給
の

逼
迫
が
懸
念
さ
れ
る
７
月
１
日
か

ら
９
月
30
日
の
間
に
お
い
て
、
市

民
、
事
業
者
及
び
行
政
が
一
丸
と

な
っ
て
総
合
的
な
節
電
・
省
エ
ネ

対
策
を
着
実
に
推
進
す
る
と
と
も

に
、
今
後
の
都
市
づ
く
り
に
向
け

た
中
長
期
的
な
取
組
の
行
動
の
指

針
と
す
る
。（
表
１
）

Ⅱ　

基
本
的
な
考
え
方

　

本
市
も
大
規
模
な
電
力
需
要
家

で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
本
市
施
設

に
お
い
て
率
先
し
た
節
電
対
策
を

実
施
し
、
市
民
・
事
業
者
の
節
電

に
対
す
る
理
解
・
協
力
と
行
動
を

呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
適
切
な

節
電
行
動
の
実
施
に
つ
な
が
る
よ

う
、
迅
速
で
的
確
な
周
知
・
広
報

を
行
う
。

写真１　 横浜駅西口、林市長の節電
チャレンジへの参加呼びかけ

表１
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実
施
に
あ
た
っ
て
は
、市
民
サ
ー

ビ
ス
や
健
康
面
へ
の
影
響
に
極
力

配
慮
し
な
が
ら
行
う
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
対
策
及
び

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
観
点
か
ら
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
散
化
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
自
立
化
に
よ
る
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
途
切
れ
な
い
ま
ち
づ
く
り
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
中
長
期
的
に
取
り
組
む
。

Ⅲ 　

市
役
所
の
夏
の
電
力
不
足
対
策

１　

市
役
所
の
電
力
削
減
目
標

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
に
最
大

限
配
慮
し
な
が
ら
、
本
市
施
設
全

体
と
し
て
、
国
が
示
し
た
原
則

15
％
の
削
減
を
目
標
（
▲
約
４
５
，

０
０
０
ｋ
Ｗ
）。
特
に
市
庁
舎
に
つ

い
て
は
、
徹
底
し
た
節
電
対
策
を

実
施
し
、
20
％
の
削
減
（
▲
約
２

４
０
ｋ
Ｗ
）
を
目
標
。（
注
１
）

　

民
間
ビ
ル
等
本
市
以
外
の
施
設

で
業
務
を
行
う
部
署
に
お
い
て
は
、

本
市
施
設
と
同
様
の
取
組
を
行
う

と
と
も
に
、
施
設
管
理
者
が
取
り

組
む
節
電
対
策
に
協
力
す
る
。

２　

庁
舎
の
取
組

⑴　

ラ
ン
チ
シ
フ
ト

　

電
力
需
要
が
一
時
的
に
少
な
く

な
る
12
時
か
ら
13
時
に
業
務
を
行

い
、
昼
休
み
を
13
時
か
ら
14
時
の

間
に
変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
、
電

力
ピ
ー
ク
の
分
散
を
図
る
。

　

た
だ
し
、
市
役
所
・
区
役
所
の

窓
口
業
務
が
中
心
と
な
る
部
署
で

は
、
市
民
の
皆
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
に
大
き
な
影
響
が
生
じ
な
い

よ
う
、
ラ
ン
チ
シ
フ
ト
時
間
帯
で

の
徹
底
し
た
節
電
に
取
り
組
む
。

⑵　

ワ
ー
ク
シ
フ
ト

　

原
則
定
時
退
庁
と
し
、
超
過
勤

務
が
必
要
な
場
合
に
は
、
電
力
需

要
が
少
な
く
、
明
る
い
朝
の
業
務

時
間
前
に
行
う
。

⑶ 　

役
所
窓
口
の
受
付
終
了
時
刻

の
変
更

　

区
役
所
窓
口
の
受
付
終
了
時
刻

を
17
時
15
分
か
ら
17
時
に
変
更
す

る
。
比
較
的
来
庁
者
の
少
な
い
時

間
帯
に
窓
口
を
閉
じ
、
節
電
や
職

員
の
定
時
退
庁
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
で
き
る
限
り
電
力
使
用

を
抑
制
す
る
。

　

実
施
期
間
は
、
８
月
１
日
〜
９

月
30
日（
10
月
以
降
に
つ
い
て
は
、

実
施
状
況
を
み
て
検
討
す
る
と
し

て
い
た
が
、継
続
す
る
こ
と
と
な
っ

た
）。

⑷　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
推
進

　

市
庁
舎
全
館
の
蛍
光
灯
（
約
６
，

０
０
０
本
）を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
。ま
ず
は
、

廊
下
等
共
用
部
の
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
か
ら
進
め
る
。

　

ま
た
、
温
暖
化
対
策
統
括
本
部

に
お
い
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
向
け
た
調

査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え

て
執
務
室
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進

め
る
。

⑸ 　

民
間
企
業
と
連
携
し
た
Ｏ
Ａ

機
器
の
電
力
消
費
削
減

　

民
間
企
業
と
連
携
し
、
プ
リ
ン

タ
ー
及
び
複
合
機
の
配
置
・
台
数
・

稼
働
率
の
最
適
化
に
よ
る
電
力
消

費
量
の
削
減
に
取
り
組
む
。

⑹　

室
温
28
℃
設
定
の
徹
底

　

個
別
空
調
を
含
め
室
温
28
℃
の

徹
底
。

⑺　

そ
の
他

　

空
調
、
照
明
、
Ｏ
Ａ
機
器
、
自

動
販
売
機
の
消
灯
及
び
冷
却
停
止

時
間
の
延
長
要
請
。

オ　

執
務
関
係

・
軽
装
で
の
執
務
（
実
施
期
間
：

５
月
９
日
〜
10
月
31
日
）。

カ　

推
進
体
制
等

・
区
局
ご
と
に
、
節
電
対
策
の
進

行
管
理
・
徹
底
を
図
る
「
節
電
・

省
エ
ネ
推
進
担
当
」
を
配
置
（
７

月
１
日
付
）。

・
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
や
設
備
の
運
用

改
善
を
図
る
た
め
、
区
庁
舎
の
電

力
使
用
状
況
の
見
え
る
化
を
行
い
、

使
用
電
力
を
確
認
。

・
市
庁
舎
の
使
用
電
力
を
庁
内
Ｌ

Ａ
Ｎ
に
よ
り
職
員
に
周
知
。

３ 　

大
口
電
力
需
要
施
設
（
契
約

電
力
５
０
０
ｋ
Ｗ
以
上
）
に
お

け
る
代
表
的
な
取
組

　

大
口
電
力
需
要
施
設
に
お
い
て
、

率
先
し
て
電
力
を
削
減
し
、
国
か

ら
定
め
ら
れ
た
削
減
義
務
量
の
約

３
倍
に
相
当
す
る
１
９
，３
４
０
ｋ

Ｗ
の
電
力
を
削
減
。（
表
２
）

４ 　

小
口
電
力
需
要
施
設
（
契
約

電
力
５
０
０
ｋ
Ｗ
未
満
）
に
お

け
る
取
組

⑴　

契
約
電
力
の
引
下
げ

　

実
量
制
契
約
の
小
口
需
要
施
設

に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
節

電
目
標
に
応
じ
て
契
約
電
力
を
引

き
下
げ
る
。

⑵　

輪
番
休
館
の
実
施

　

地
区
セ
ン
タ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
、
図
書
館
（
中
央
図
書
館

を
除
く
）
等
の
一
部
の
市
民
利
用

施
設
に
お
い
て
輪
番
休
館
を
実
施

す
る
。（
表
３
）

⑶　

節
電
行
動
計
画
の
作
成

　

節
電
行
動
計
画
を
作
成
し
、
掲

示
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
削
減
目

表２　大口電力需要施設における代表的な取組
局 取組事項 削減目標 削減義務

環　境
創造局

・水再生センター等（18施設）
において昼間は下水管きょ・
調整池に汚水を貯留し、夜間
に処理。

▲15％を目標に
▲ 7,000kW（ 削 減 義 務 分
2,300kW）
（積み増し分4,700kW程度）

▲5％

資　源
循環局

・土日夜間の焼却量を減ら
し、電力需要が増加する平日
昼間の焼却量を約10％増や
す。

電力需要ピークの発電量増
加 10％
▲4,400kW（削減義務分０
kW）
（積み増し分4,400kW程度）

―

水道局

・配水池の貯留機能を最大限
に活用し、運転ポンプ台数を
削減。
・ポンプの運転の組み合わせ
を検討し、電力ピーク時に運
転台数を削減。

▲15％を目標に
▲ 2,400kW（ 削 減 義 務 分
800kW）
（積み増し分1,600kW程度）

▲5％

交通局

【12-15時】
・地下鉄運行本数の減。
・駅舎等電力削減（照明、エ
スカレータ等）。

▲17％を目標に
▲ 3,640kW（ 削 減 義 務 分
3,240kW）
（積み増し分400kW程度）

▲15％

【9-12時、15-20時】
・駅舎等電力削減（照明、エ
スカレータ等）。

▲8％を目標に
▲1,900kW（削減義務分０
kW）
（積み増し分1,900kW程度）

0％

削減目標合計　▲約19,340kW　※1（内訳：削減義務分 6,340kW＋積み増し分 約
13,000kW※2）
※1 削減義務量の約3倍
※2 積み増し分は約10,000世帯の夏場ピーク時消費電力に相当（資源エネルギー庁
推計値より）

（
注
１
）
７
月
か
ら
９
月
の
平
日
９
時
か
ら
20

時
ま
で
の
使
用
最
大
電
力
に
お
け
る
対
前
年

抑
制
率
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標
を
達
成
す
る
。

５　

市
民
・
事
業
者
と
の
連
携

⑴　

節
電
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

６
月
22
日
（
水
）（
夏
至
）
午
後

１
時
〜
３
時
に
前
年
同
日
比
で

15
％
削
減
目
標
に
、
神
奈
川
県
下

一
斉
の
節
電
実
験
へ
の
取
組

⑵ 　

企
業
の
夏
の
電
力
対
策
に
対

応
し
た
保
育
の
拡
充

　

企
業
の
夏
の
電
力
対
策
で
日
曜

日
に
勤
務
す
る
ご
家
庭
の
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
、休
日
保
育
等
を
拡
充
。

⑶　

市
民
の
取
組
促
進

ア　

家
庭
向
け
節
電
情
報
の
提
供

　

家
庭
向
け
の
節
電
対
策
に
係
る

情
報
を
総
合
的
に
提
供
す
る
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、エ
ア
コ
ン
、

テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
照
明
等
の
身

近
な
家
電
製
品
に
つ
い
て
の
節
電

対
策
を
呼
び
か
け
る
。

イ 　

住
宅
用
太
陽
光
・
太
陽
熱
利

用
シ
ス
テ
ム
設
置
や
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

導
入
に
対
す
る
補
助

ウ 　

市
内
の
学
校
に
お
け
る
節
電

教
育
の
実
施

　

学
校
や
家
庭
で
の
節
電
の
必
要
性

や
そ
の
具
体
的
な
取
組
に
つ
い
て
、

授
業
や
夏
休
み
の
課
題
と
し
て
取
り

扱
う
等
、
節
電
教
育
を
実
施

エ　

外
出
の
呼
び
か
け

　

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
冷
房
を
使

う
の
で
は
な
く
、
公
共
施
設
、
商

業
施
設
、
文
化
施
設
等
で
過
ご
す

こ
と
に
よ
る
節
電
行
動
（「
外
エ

コ
」）
を
呼
び
か
け
た
。

オ 　

Ｙ
Ｅ
Ｓ
を
通
じ
た
環
境
啓
発

講
座

　

市
民
、市
民
活
動
団
体
、事
業
者
、

大
学
、
行
政
が
実
施
す
る
環
境
・

地
球
温
暖
化
問
題
に
関
す
る
様
々

な
学
び
の
場
で
あ
る
ヨ
コ
ハ
マ
・

エ
コ
・
ス
ク
ー
ル
（
Ｙ
Ｅ
Ｓ
）
を

活
用
し
て
、
節
電
対
策
に
係
る
講

座
を
開
催
し
た
。

カ　

環
境
家
計
簿

　

家
庭
の
光
熱
水
費
に
つ
い
て
、

毎
月
の
検
針
票
か
ら
今
年
と
前
年

の
使
用
量
を
記
入
し
、
省
エ
ネ
行

動
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
環
境
家
計
簿

を
活
用
し
て
、
家
庭
に
お
け
る
省

エ
ネ
行
動
を
推
進
す
る
。

キ　

子
ど
も
省
エ
ネ
大
作
戦

　

市
内
の
小
学
生
が
夏
休
み
期
間

中
、
各
家
庭
の
省
エ
ネ
リ
ー
ダ
ー

と
な
り
、
日
々
の
生
活
の
中
で
省

エ
ネ
活
動
に
取
り
組
む
。

⑷　

事
業
者
の
取
組
促
進

ア　

業
界
団
体
等
へ
の
協
力
依
頼

イ 　

技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
省
エ

ネ
相
談
）
の
派
遣

ウ　

中
小
企
業
の
研
究
開
発
促
進

エ 　

中
小
製
造
業
経
営
革
新
促
進

助
成

オ　

中
小
企
業
へ
の
融
資

カ　

屋
上
緑
化
等
の
助
成

キ 　

イ
ベ
ン
ト
開
催
に
お
け
る
配

慮
要
請

Ⅳ　

中
長
期
的
な
取
組
の
方
向
性

　

単
に
節
電
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、

中
長
期
的
な
視
点
で
省
エ
ネ
対
策

や
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
な
が
る

対
策
の
方
向
性
を
示
し
た
。

５ 

　 

お
わ
り
に

　

こ
の
節
電
へ
の
取
組
は
、
７
月

〜
９
月
と
も
に
目
標
を
達
成
で
き

た
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
と
安
心
・
安

全
に
つ
い
て
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に

求
め
ら
れ
た
年
は
な
く
、
今
後
も

歴
史
に
残
る
年
と
な
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。

　

東
日
本
大
震
災
は
、
大
都
市
を

支
え
て
い
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
り

様
に
つ
い
て
根
本
か
ら
再
考
を
迫

る
も
の
と
な
っ
た
。

　

大
都
市
が
日
本
の
機
能
の
一
翼

を
担
う
責
務
と
し
て
、エ
ネ
ル
ギ
ー

の
分
散
化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
立

化
に
よ
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
途
切

れ
な
い
ま
ち
づ
く
り
、
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
地
球

温
暖
化
対
策
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
の
観
点
か
ら
、
我
が
国
再
興
の

一
助
と
な
る
た
め
取
り
組
む
。

　

今
後
、
財
政
状
況
、
取
組
の
優

先
度
、
様
々
な
事
業
手
法
・
主
体

の
検
討
を
踏
ま
え
た
上
で
、
中
長

期
的
に
取
り
組
む
。

　

幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
先

人
た
ち
が
築
い
た
こ
の
日
本
、
そ

し
て
横
浜
を
、
現
代
の
我
々
が
次

世
代
に
継
承
し
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
。永
い
取
組
の
始
ま
り
だ
が
、

ゆ
っ
く
り
も
で
き
な
い
。

表３　輪番休館を実施した施設及び箇所数
施　設　名 実施箇所数 施　設　名 実施箇所数

地区センター ７９館 男女共同参画センター ３館

コミュニティハウス １０９館 青少年交流センター １館

スポーツセンター １８館 青少年育成センター １館

スポーツ会館 １１館 横浜青年館 １館

図書館（中央図書館を除く） １７館 集会所 ５館

老人福祉センター １６館 計 ２６１館

※ 地区センターやコミュニティハウス、老人福祉センターの中には、輪番休館を実施しな
い施設がある。
※土曜日、日曜日は、平日の使用電力のピークよりも低いため、輪番休館しない。


